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ア
ル
タ
イ
ム
監
視
を
実
現
す

る
。

　

水
質
監
視
装
置
に
は
、
水

運
用
の
現
場
で
使
用
さ
れ
て

い
る
残
留
塩
素
濃
度
計
と
同

等
の
高
精
度
な
セ
ン
サ
ー
を

採
用
。
新
設
・
既
設
を
問
わ

ず
、
消
火
栓
な
ど
の
ス
ペ
ー

ス
内
に
設
置
が
で
き
、
外
部

電
源
も
不
要
な
の
で
、
大
掛

か
り
な
設
置
工
事
や
電
源
工

事
を
す
る
必
要
が
な
く
、
導

入
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
。

既
設
の
場
合
は
、
断
水
や
土

工
事
な
し
で
取
り
付
け
が
で

き
、
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋

の
加
工
や

交
換
も
不

要
。

　

通

信

は
、
マ
ル

チ
キ
ャ
リ

ア
対
応
セ

ル
ラ
ー
Ｌ

Ｐ
Ｗ
Ａ
の

採
用
に
よ

り
、
設
置

場
所
の
電

波
状
況
に

水
道
事
業
に
長
く
従
事
す

る
社
員
が
講
師
に

　

は
じ
め
に
、
村
上
室
長
が
オ

ン
ラ
イ
ン
水
道
研
修
を
実
施

す
る
背
景
に
つ
い
て
「
横
浜

ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
横
浜
市
水
道

局
１
０
０
％
出
資
団
体
と
し
て

２
０
１
０
年
に
設
立
し
、
横
浜

市
の
水
道
事
業
運
営
に
携
わ
っ

た
人
材
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
設
立
当
初
か
ら
講
義
と
実

技
を
組
み
合
わ
せ
た
水
道
技
術

者
研
修
を
毎
年
実
施
し
て
お

り
、
全
国
各
地
の
水
道
事
業
体

や
民
間
企
業
に
参
加
い
た
だ
き

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
２
０
２
０

年
度
は
当
初
予
定
し
て
い
た
研

修
の
延
期
や
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
在
宅
勤
務
や
ウ
ェ
ブ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
定
着
し
始
め

て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
技
術

継
承
事
業
の
一
環
と
し
て
、
水

道
技
術
者
研
修
の
講
義
部
分
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
、
聞
き
や
す
い

形
に
ま
と
め
た
動
画
を
配
信
す

る
『
オ
ン
ラ
イ
ン
水
道
研
修
』

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
」
と
紹
介
す
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
水
道
研
修
は
、

横
浜
市
水
道
局
で
水
道
事
業
に

長
く
従
事
し
、
高
い
ス
キ
ル
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
保
有
す
る
同
社
社

員
を
講
師
と
し
て
、
撮
影
、
編

集
、
配
信
な
ど
す
べ
て
内
製
で

行
っ
て
い
る
。
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
上
水
道
企
画
室
を
中
心

に
組
織
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、
特
に
初
年
度
は
苦

労
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

２
０
２
１
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
た
国
本
室
長
は
「
２
０
２
０

年
５
月
に
急
遽
作
り
始
め
、

８
、
９
月
の
６
日
間
配
信
し
ま

し
た
。
動
画
制
作
に
関
し
て
は

皆
が
素
人
で
、
ま
さ
に
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
当
時

の
担
当
者
か
ら
は
『
機
材
や
編

集
ソ
フ
ト
な
ど
の
使
い
方
を
一

か
ら
覚
え
た
』『
配
線
を
ど
う

つ
な
い
だ
ら
良
い
か
な
ど
撮
影

機
材
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
苦
労

し
た
』『
外
の
電
車
や
救
急
車

の
音
な
ど
が
入
っ
て
し
ま
う
と

撮
り
直
し
に
な
っ
て
し
ま
い
大

変
だ
っ
た
』
と
い
っ
た
苦
労
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

　

動
画
制
作
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
が
蓄
積
し
、
適
し
た
機
材
の

導
入
も
進
ん
だ
こ
と
で
、
現
在

は
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
行
え
て

い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
経
験

は
ア
フ
リ
カ
の
水
道
技
術
者
向

け
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
他
の
業
務
に
も
活
か
さ
れ

て
お
り
、
内
製
化
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
い
う
。

き
め
細
か
な
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
の
特
徴
が

　

研
修
項
目
は
、
２
０
２
０
年

度
は
「
水
道
工
事
施
工
監
理
」

「
給
水
装
置
」「
水
運
用
」
の
３

講
座
で
ス
タ
ー
ト
し
、
受
講
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
要
望
を

踏
ま
え
、翌
21
年
度
か
ら
は「
配

水
管
技
術
」
と
「
水
道
概
論
」

を
加
え
た
５
講
座
を
提
供
し
て

い
る
。
配
信
期
間
は
、
２
０
２

０
年
度
は
６
日
間
を
年
１
回
と

し
て
い
た
が
、
２
０
２
１
年
度

か
ら
は
１
カ
月
間
を
年
２
回
と

し
て
い
る
。

　

「
水
道
工
事
施
工
監
理
」
で

は
、
技
術
者
倫
理
を
は
じ
め
、

工
事
完
成
検
査
、
施
工
計
画

書
、
施
工
監
理
の
４
つ
の
講

義
、「
給
水
装
置
」
は
、
給
水

装
置
総
論
に
始
ま
り
、
事
故
事

例
、
計
画
論
、
施
工
、
主
な
給

水
管
・
給
水
用
具
の
５
講
義
、

「
水
運
用
」
で
は
、
水
道
施
設

構
成
や
配
水
方
式
の
ほ
か
、
断

水
操
作
、
充
水
・
耐
圧
試
験
、

洗
浄
、
消
防
水
利
、
弁
バ
ル
ブ

操
作
、
事
故
事
例
な
ど
９
つ
の

講
義
を
配
信
す
る
。「
配
水
管

技
術
」
で
は
、
送
配
水
の
基
礎

を
は
じ
め
、
配
水
管
総
論
、
配

水
管
事
故
事
例
、
管
路
の
更
新

と
耐
震
化
、
水
道
施
設
管
理

マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
概
要
、

管
布
設
に
お
け
る
各
種
工
法
の

６
つ
の
講
義
、「
水
道
概
論
」

は
、
水
道
法
等
、
地
方
公
営
企

業
法
等
、
地
方
公
営
企
業
会
計

制
度
、
水
道
事
業
を
取
り
巻
く

現
状
に
関
す
る
講
義
を
配
信
す

る
。

　

国
本
室
長
は
研
修
の
特
徴
に

つ
い
て
「
水
道
事
業
に
長
年
携

わ
っ
た
講
師
に
よ
る
、
経
験
に

基
づ
い
た
わ
か
り
や
す
い
講
義

で
あ
る
こ
と
、
繰
り
返
し
見
ら

れ
る
こ
と
や
途
中
で
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
空
き
時
間
な
ど
に

じ
っ
く
り
視
聴
で
き
る
こ
と
、

受
講
後
の
質
問
に
メ
ー
ル
で
対

応
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
」
と
強
調
す
る
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
研
修
で
出

張
す
る
の
が
難
し
い
の
で
あ
り

が
た
い
」「
経
験
豊
富
な
専
門

家
の
話
で
、
自
身
の
経
験
も
交

え
な
が
ら
の
説
明
で
実
に
た
め

に
な
る
」「
配
信
期
間
が
し
っ

か
り
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、

通
常
業
務
を
行
い
な
が
ら
自
分

の
ペ
ー
ス
で
受
講
で
き
る
」「
組

織
内
な
ど
の
複
数
人
で
の
集
合

研
修
に
も
良
い
」
な
ど
、
好
評

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
受
講
者
の
多
く
が
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
か
ら
日
本
水
道
協
会
関
東

地
方
支
部
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー
に

加
わ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

受
講
数
は
２
０
２
０
年
度
以

降
、
毎
年
倍
増
し
て
い
る
。

今
年
度
後
期
の
研
修
は
１

月
６
日
か
ら
約
１
カ
月
間

　

今
年
度
後
期
の
研
修
は
、
配

信
期
間
を
１
月
６
日
か
ら
２
月

３
日
ま
で
の
約
１
カ
月
間
と

し
、
受
講
者
か
ら
要
望
が
多

か
っ
た
「
設
備
概
論
」
を
加
え

た
６
講
座
の
配
信
を
行
う
予

定
。
申
し
込
み
期
間
は
11
月
１

日
か
ら
30
日
で
、
同
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
。

　

今
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る

加
藤
室
長
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
に
現
地
で
の
意
見
交
換
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
型
研
修
に
対
応
す
る
な

ど
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
特
徴
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く

の
事
業
体
や
民
間
企
業
に
受
講

し
て
い
た
だ
き
、
技
術
継
承
や

研
鑽
の
場
と
し
て
活
用
し
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
今
後
の
抱
負
を

語
る
。

　

さ
ら
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
対
面
で
の
商
談
が
難
し

く
、
な
か
な
か
新
し
い
情
報
が

得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
研
修
と
と
も
に
民
間
企

業
が
有
す
る
機
材
や
技
術
な
ど

も
併
せ
て
配
信
す
る
こ
と
で
、

水
道
事
業
体
の
情
報
収
集
の
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
将
来
の
展
望
を

語
っ
て
く
れ
た
。

横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
実
施
す
る

横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
実
施
す
る

オ

ン

ラ

イ

ン

水

道

研

修

オ

ン

ラ

イ

ン

水

道

研

修

　

横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
２
０
２
０
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
水
道
研
修
」
が
好

評
を
得
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
研
修
の
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
な
か

で
、
水
道
事
業
体
や
民
間
企
業
の
技
術
継
承
や
技
術
の
研
鑽
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
始
し

た
取
り
組
み
で
、
受
講
者
の
声
な
ど
を
踏
ま
え
て
研
修
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

る
。
１
月
～
２
月
の
今
年
度
後
期
研
修
の
申
し
込
み
が
11
月
１
日
に
開
始
さ
れ
る
前
に
、
村
上

誠
・
管
理
部
室
長
と
国
本
一
郎
・
上
下
水
道
部
上
水
道
企
画
室
長
、
加
藤
久
仁
人
・
同
室
長
に

研
修
の
特
徴
や
研
修
を
通
し
て
伝
え
た
い
思
い
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

加藤氏 国本氏 村上氏

動画の撮影風景

講師とプロジェクトチームメンバー

事
業
体
、企
業
の
技
術
継
承
に

11
月
に
今
年
度
後
期
の
申
し
込
み

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

配
水
小
管
の
水
質
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

残
塩
濃
度
の
低
下
を
即
時
に
検
知

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

　

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
配
水
小
管

の
水
質
監
視
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
開
始
し
た
。
水
が
停
滞

し
、
残
留
塩
素
濃
度
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
箇
所
に
水
質水質監視装置の設置例

監
視
装
置
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
ク
ラ
ウ
ド
を
通
じ
て
濃

度
の
低
下
を
即
時
に
検
知
、

通
知
し
、
対
応
の
必
要
性
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
判
断
。
測

定
作
業
の
自
動
化
、
省
力
化

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

水
質
監
視
サ
ー
ビ
ス

は
、「
Ｃ
Ｙ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
（
サ

イ
デ
ィ
ー
ン
）
水
イ
ン
フ

ラ
監
視
サ
ー
ビ
ス
」
に
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た
新
メ

ニ
ュ
ー
。
水
圧
監
視
サ
ー
ビ

ス
、
流
量
監
視
サ
ー
ビ
ス
と

あ
わ
せ
て
、
配
水
小
管
の
リ

水質監視サービスの概要

応
じ
た
最
適
な
キ
ャ
リ
ア
を

選
択
で
き
る
。
中
継
装
置
も

不
要
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を

閉
じ
た
状
態
で
も
無
線
通
信

が
可
能
。
ア
ル
カ
リ
電
池
ま

た
は
リ
チ
ウ
ム
電
池
か
ら
選

択
が
で
き
、
電
池
駆
動
で
１

年
以
上
稼
働
す
る
。

　

監
視
状
況
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
可
能
。
ク

ラ
ウ
ド
校
正
機
能
（
特
許
出

願
中
）
に
よ
り
、
残
留
塩
素

セ
ン
サ
ー
も
、
現
場
か
ら
遠

隔
操
作
で
校
正
が
で
き
る
。

水
質
監
視
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

機
器
調
達
か
ら
設
置
作
業
、

ク
ラ
ウ
ド
の
提
供
の
ほ
か
、

要
望
に
合
わ
せ
て
、
問
い
合

わ
せ
対
応
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト

管
理
、
稼
働
報
告
、
保
守
対

応
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
。
２

０
２
４
年
度
ま
で
に
累
計
15

億
円
の
売
り
上
げ
を
目
指

す
。

豪
雨
対
応
や
人
口
減
少
テ
ー
マ

強
靭
化
へ
広
島
で
講
演
会

鋼
管
協

佐々木専務 細井副学長 神垣課長補佐

　

日
本
水
道
鋼
管
協
会
（
Ｗ

Ｓ
Ｐ
）
は
さ
き
ご
ろ
、「
水

道
の
未
来
、
大
規
模
災
害
に

備
え
る
～
強
靭
な
水
道
を
目

指
し
て
～
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
を
広
島
市
内
で
開

催
し
た
。
広
島
市
に
お
け
る

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
７

月
豪
雨
の
対
応
な
ど
３
講
演

が
行
わ
れ
、
中
国
地
方
の
水

道
事
業
体
や
協
会
会
員
ら
約

70
人
が
聴
講
し
た
。

　

講
演
会
の
冒
頭
、
佐
々
木

史
朗
・
同
協
会
専
務
理
事

が
「
近
年
は
自
然
災
害
が
頻

発
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維

持
管
理
が
重
要
と
な
っ
て
い

る
。
講
演
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る

が
、
管
路
・
施
設
の
耐
震
化
・

更
新
、
防
災
・
減
災
な
ど
の

参
考
に
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
神
垣
隆
人
・
広

島
市
水
道
局
技
術
部
維
持
課

長
補
佐
は
「
平
成
30
年
７
月

豪
雨
の
対
応
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
。
３
日
に
わ
た

る
48
時
間
雨
量
が
観
測
史
上

最
多
の
４
０
７
㍉
を
記
録

し
、
平
年
降
水
量
の
１
・
６

倍
に
相
当
す
る
と
と
も
に
、

同
市
初
の
大
雨
特
別
警
報
が

発
表
さ
れ
た
こ
と
や
、
土
砂

災
害
な
ど
に
備
え
た
水
道
局

事
故
対
策
本
部
の
設
置
、
職

員
全
員
体
制
で
対
応
し
た
こ

と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

水
道
の
被
害
は
流
失
や
折

損
な
ど
管
路
被
害
38
カ
所
、

配
水
池
・
ポ
ン
プ
所
な
ど
へ

の
敷
地
内
土
砂
流
入
、
法
面

一
部
崩
落
な
ど
施
設
被
害
23

カ
所
で
、
最
大
１
万
３
３
０

０
世
帯
の
断
水
が
最
長
35
日

に
及
び
、
神
垣
課
長
補
佐
は

当
時
の
写
真
を
交
え
な
が
ら

状
況
を
紹
介
。
教
訓
と
し

て
、
断
水
解
消
の
大
ま
か
な

70人が参加した広島市での講演会

会場内で行われたパネル・実物展示など
に高い関心

時
期
の
早
期
公
表
や
土
木
業

者
と
の
連
携
、
配
管
材
料
の

ス
ト
ッ
ク
を
挙
げ
た
。

　

鳥
取
大
学
理
事
・
副
学
長

の
細
井
由
彦
氏
の
講
演
「
人

口
減
少
時
代
の
水
道
を
考
え

る
」
で
は
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
・
過
疎
化
を
踏
ま
え
、

事
業
運
営
の
広
域
化
や
施
設

の
集
約
化
、
送
配
水
の
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
が
重
要

と
指
摘
。ま
た
、給
水
環
境
の

変
化
に
対
応
し
た
柔
軟
性
と

と
も
に
、
技
術
支
援
や
専
門

知
識
が
不
要
な
シ
ス
テ
ム
な

ど
個
別
の
事
情
を
考
慮
し
、

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
持
続

に
向
け
た
最
適
策
の
模
索
な

ど
が
必
要
と
ま
と
め
た
。

　

山
口
喜
堂
・
同
協
会
技
術

サ
ー
ビ
ス
委
員
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
の
「
Ｗ

Ｓ
Ｐ
の
技
術
開
発
の
取
り
組

み
」
で
は
、「
水
道
施
設
耐

震
工
法
指
針
・
解
説
」
の
水

管
橋
設
計
基
準
な
ど
の
改
正

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
限
界
状

態
の
新
た
な
規
定
や
、
部
分

係
数
を
用
い
た
限
界
状
態
設

計
法
へ
の
変
更
な
ど
を
詳
し

く
説
明
。
長
寿
命
形
塗
装
仕

様
の
確
立
な
ど
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
環

境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
。

　

な
お
、
会
場
内
で
は
休
憩

中
、「
パ
イ
プ
・
イ
ン
・
パ

イ
プ
工
法
に
よ
る
管
路
更

新
」「
Ｓ
Ｄ
Ｆ
工
法
」「
震
災

対
策
用
耐
震
性
鋼
製
貯
水

槽
」「
長
寿
命
形
内
面
無
溶

剤
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
装
」
な

ど
、
鋼
管
関
連
の
工
法
・
製

品
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
実
物

展
示
の
説
明
、
こ
れ
ら
に
関

す
る
映
像
放
映
が
行
わ
れ
、

参
加
者
ら
は
高
い
関
心
を
示

し
た
。

施
工
技
術
向
上
、意
識
の
高
揚
へ

優
良
給
水
工
事
事
業
者
等
を
表
彰

福
島
市

水
道
局

全工程での自動化が可能
アドバンセンチネル、塩野義製薬、北島北大准教授

下水中コロナ高感度検出技術を開発

　

福
島
市
水
道
局
は
こ
の
ほ

ど
、
福
島
市
内
で
優
良
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
等
表

彰
式
を
開
い
た
。
工
事
施
工

技
術
の
向
上
と
意
識
の
高
揚

を
目
的
に
、
２
０
１
５
年
度

か
ら
給
水
装
置
工
事
の
施
工

内
容
が
優
秀
で
他
の
模
範
と

な
る
事
業
者
や
、
管
路
施
設

の
非
常
時
対
応
な
ど
で
水
道

事
業
の
運
営
に
貢
献
し
た
事

業
者
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
、
技
術
者
の
モ
チ
ベ
ー

２０２２年（令和４年）１０月３１日（月曜日）


